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蘇
湿

心

地
羯
短
鴨
爬
一一
＝
歴

は、

唐
の

菩
無
固
ぺ

三
ぬ

厭

（

六
草

ヒ

ー
廿
冒

三
）

の

用
元
＋
四

年
（

七

宍
）

に

訳
禺
せ

る
慕

熬
所

依
の

茨
訳

塗
臼

で

≒

あ

リ
，

路
し
て

霾
と

も
称
寸
ラ
つ

。

弊
な

く

と
も
天
皿

正

斗
闇
例

R

聶
釆
さ

鍬
マ
い

る
が

（

慧

⊥
4

、

乎

難
ド
に
三

部

靆

（

主

に

天
餐

宗
）

、

五

部
秘
雑
（

真
言
宗
）

 
一

と
し

互
量
せ

島
μ
kL

も
つ
で

あ
る
（

注

9
。

　
こ

の

始
書

に

訓
点
が
施
ざ

爆

訓
読
史
研
究
の

対

象
斥

り

得
る

の

は
沢
下
の

と

お
り
で

易
る

。

た
瞥
の

御
揖

導
・

御
助
力
を

鯣
っ

て，

管
見
ド

及
繭

が

ぎ
り
を
収

集
し

ト
も
 

で

あ
る

．

　

簗
し
札

ト

も
の

薗，

勝
斃
J
な
が

ら
私
ド

分
類
∵

肇
理

し
て

（

脈
。

分

類
ほ，

ま

ず
訓

聾〔
別，

次
ド
加

点
年

崙
置
す
る

。

劃

嶷
法

の

木
ド

知
μ
殻
い

も
0
ぼ．

点
法
・

加

占

讃
語
等
を

以
て

駕
ろ
べ

く
配

置
す
る．

　
当

仏

菩
の

講
究
・

加

点
ぽ
．

平

安
的

代
甲

期
（

九
〇
一

ー
一

g
。

）

以

再
卜
盛
匹

と
愉

る
。

初
期
（

蒐
国

ー
九

〇
〇
）

以

前
ド
 

点
せ
る

例
同．

今
の

と
こ

ろ

冕
出
セ

セ
い

。

又．

誌

究
・

加

点

直、

真
言

宗
・

天
台
宗
ド

偏
っ

で
“

る
。

南
都
右

鼡
の

流
れ

ド
あ

る
舮

商
圏

で

の
加

点
例
は

容
易
ド

汞
あ
蕪
い

。

歪
蒔
パ

庚

麟
（

τ

窒
⊥

互
）

を

忠
と
し
て．

親

法

琵
軟

密
す
る
と

さ
、

当

纔
法

旨
天
き
く

四

翁

伊
可

能
マ

あ
る。

＝

外
は

又
．

真
喜

宗
の

巾
野
流

、

広
沢
流、

天

台
宗
の

山
門
派

、

寺
門
派

と
い

う

宗
派
（

庫・

鵜
）

上
の

別
ド
相
応

す
る
髫
の

で
あ
り，

以
下
ド

鳳
こ

れ
を、

第
一

類、

第
一
、

類

第

三

類．

窮
叩

四

類
と

称曲
9
る

。

こ

の

他．

贅
ド
島
す
る
か・
分

明「
で

獄
い

も
の

，

或
い

は

禾

蓼
も

の

を
一

億
て
第
五

類
・

可
る

．

訓
逸

晉
類
に
つ

日

て
、

餐
的
な

ζ
ろ

2
蛎
ぱ

別
に

述

べ

る
。

本゚

禍
鳳，

か

か

る
訓
静
肺

法
の
湘
里
ハ

 

其
盤
を

知
る

為
に

、

加

蠱
 
加

点

盪
川

加
点
危
の

学
犠

そ
 

他
F
つ

い

て

栽
討

し

脈
。

枝
対
の

不

萋
冒
覚
し

で
い

る
。

又。

蹙
て

る
此

蚣
恵
地
楊
篇
座
墅
覆
法

・

同
硲
噛

肌
と

い
っ

k・
古
点
本
ド
も

触
厂

然

な
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い

（

別

琶
。

今
置
訓

壟
傍
比
較

鬘
の

必

豊

珍、

当
仏

書
古

点
本
セ

整
理
し

て
み
休
11

。

水

引
用
す
る
河
究
文

献
ド

騰
菻
す
る
も

の

”
あ
る

。

　
「

点
珂
一

　

申
日

祝
犬
「

古
点
本
の

国
語
巫

写
聾
瓠
死

綯
聾
瀞

　
　
　
　

籍
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

「

訓

警

訓
占

蓬
会
「

訓
点
糖
と

訓

墨

萪
」

率

例

丈
尺
例

乕
本
を

引
用

す
る

礬
，

そ
の

ヲ
コ

ト
点
ぼ

　
卆
仮

項、

仮
彩

墨、
返
点

虞
左
寄
顎

印
、

聾
は

中

　
夭

．

取

句
点
ぽ

方

寄
。

印
「

 

尸
点
ぽ
冖

】

何
ド

て

示

戛

＊

第
三

類
中
0
冖

射
F
】

・

【

射
曾
｝

、

第
「

四

類
甲
の

［

徊
B

】

・

［
姻
C
】

は，

夫
ゲ，

第
、

類
，

第
三

類
へ

配
す
パ

き
も

　
 

で

あ
る
 

第
五

類
に

尺，

訓旧
点

鼕

季
の

も
の

も
あ
る

。

韮
類

臺
景
小
脇

乳

○

π
．
回

　
（

欠

喬
）

○
［

毘
瑚
同

　

広
島
大
ぼ

本
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
中
　
一

潜

巻
子
夲

。

　

馨
な

し
。

妻
は

塵

蜻…
初

頃
仂

書
写

擦
る

．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヱ

全
着
ド
 
朱
点
（

東
大
e

寸
三

論
京
点
）

、

沢
− −

で
部
分
的
P
劔
角

謇
点

9
へ

大
寿
ξ

諭
宋
点
）

が

施
さ
扱
て
い

る
．

扣
点
時
は
宍
ド

皇
》

写
町．

載
11
国
そ

哲
じ
皿
い

頃
で

あ
ろ

う
。

幗
角
筆
点
は、

ヲ

コ

ト
点
［

例．

漠
7

発
客
ド

付
セ
い
に
板
ん

音
形

、

料

羮

の

下
繍
ド

付
さ

杯
ド

丁
数
（

濂
紋
客
一

〜
廿

六
）

、

汽
け
で

あ
る

。

o

臼
同

神

箏
本

　

　

　

巻
下

塔

　
宀

塞

鬘
得
士

：
広

浜
文
雄
氏
「

新
版

墨

馨
目
」

（

一
ρ

四

八

）

ド
胡

界

む
。

茎
采
見

。

　
本
文
は

長
ガ
ニ

彑
−

（

＝

呈
）

、

加

点
（

中
梶
槽
正
占

じ

侵
同
ミ

与
ド

係

ゑ

　

奠
書
）

　

長
殉
三

ー
三

月
＋

日

伝
憂
了

高
野
点
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笊
理
態
房

禦
移
魚

了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

杢
以
一

校
了

　

長
治

式
斗
五

月
廿

九
日

ホ
鳥
廻
凋
所

尋
写
了

　

願
以
此
功

循
管
及
一

叨

謬
寸
夭
血

笙
皆
券
生

極
栄

　
　
　一

按

了
　
　
　
　
　
比

姪
一

事
士
η

ラ

斑

勝
一

人
》

テ

　
　

阿
弥
陀
仏
　
　
　
　

書

夥
点
壮

候
也

此
功
褪
以
兆

　
　

南
元

口
往

生
種

楽
之

可
生
極

栗
禦
侶

也
循
都
率
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［
hH
［
［
H
凵
凵

＾

一

偏
阿

弥
陀
願

ヵ

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

所

萎
芭
伝
受．
功
偲
毛．

鈴
ナ

リ

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

輸

孳

　

高
野
点
と

は
中
況
樽
疋

点
 

別
紡
て

、

朗
享
へ一
。

三
t

＝
。

さ
。

轟
（

客

主

⊥
3
町
）

、

叉、
，

そ
μ
ら
の

後

弩、

高
 

町
山

ド

所

用

せ
ら
ハ
楓

（

占

群、

三

圭
凾

。

理
性
房
と

墜
賢

蕚
眼、

又，

そ

2
簿
で

蔘
（

嵳

三
。

盞
〃

は
，

黎
寺

選
偲
の

資．

小

野
没
を

禀
げ、

保
安
ミ

ヰ
（

≡
一
）

ド

印

信
を

受
け
ド
（

舞
4
）

。

方

卜

関

ず
る
浤
玄
小

14
秕

ね
次
の

如

く

で

あ
る

。

　

　

蜷

禽
嬲

爨
虞
苧

訓
点
の

夷

倭．

僅
か
二

、

ミ

訓

冢
知

る
の

み
、

〔
バ

（

注

写
）

、

そ

・

内

＆
セ

陽
」

（

サ

務
詞
と

豪
る

、

豊
8
撰

原
文
「

冷、
昔
安
合

索
」

（

竺
ー−

）

と
の
祷

箇
所
で

あ
μ

ば
、

市
18

、

当
小

墅
冗

塑
肇
を

伝
え
る

他
本．

房
△

石

彑
茅
歪
薫

「

冷
，

董
女

」

合
せ

旗
 

。

レ

、

冖

射
戸
一

高
野
山
大

学
杢
承
保

点
「

令

童
女

き

合
せ

縣
．

メ

塗
。

」

獄

ビ
ド

倣
っ

て

翌
齔

す

る
の

が

穏
当
で

あ
ろ

ウ
（

助
勃

粤
ム
）

。

因
み

ド

当

余
同

，

広

、

渠

髫
よ

愚
入

麋
果
点
で

．

令
．

童
女
を
．

て

食
巷
鐸

ヘ

ヨ

ル

訓
）

、

天
曾
心

全

再
淑
冖

轄
ハ
吋

成

筆
堂
本
朱
点

で
「

令

ま

童
責

を

セ
合

婁
勇
辞

。

」

（

音
読
）

 

麺
く
ド

訓
む

。

○

〔

叫
 
同

　
石
山

寿
丙
不
　
　
　
　

老
上

中

下

ヨ

巷

　

大
坪

併
治

博
士

「

訓
点
語
 

町
究
」

（

と

声
百
こ

ド
、

例
 

引
「

用
文
が

あ
る

。

望
渠
見

。

　

痔
士

の

御
放
示
ド

よ

μ
ぼ，

港
上
・

中
隣

鬟
或
口

壕

秀
初

期
 
皇

＋

写
じ
孫
リ

、

全

港
F
 
朱
鳥．

部
分
的
ド

 
墨
《

点

耀

旭
亡

外

点
鑑

馨
三

論

置
・

馨
な
体
の

周
じ
と

こ

ろ
か

ら
寸
込
凧

同
八

な
ら

7
と

も

璽
洞
σ

く
し

て

炉

え
ら

杯
株

も
の

と
＋

蘇．

又
，

港

王
暈
は
化’

審
レ

勇
筆
で

、

 
堀

点
少
々

あ

り
と

才

珍
。

○

犀

鬯

石

害
本

　

　

登
申
下

｝

帚

　

漿

敷
博
士

御
放

示
ド

ま
る

。

石

山
寺
」

切

姪
第
三

三

凾

第
四

六

−
四

八

号
。

耕
本

弔

讐
者
禾
見

。

　

毟

磊
蕁
）

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

霾
本
也

　

　
『

（

別

多
ウ

〈

別
福
二

記
ゼ

ル

ヲ
切
飾
噸

リ
V

　

　

飜
犇
航

蕪
駕
也

レ

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
3
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寿
嘉
・

中
の

築
尋
は、

右

第一

打
の

み
で
あ
る

。

別
紙
と

口，

杢

籔
と

同
じ
も
の
で

脅，

或
い

膚
途
虫
ω

空
行

崗
も
し

く

は

奪
か
の

丈
群
面

蠡
際
し
て

，

霖
リ

よ

げ

詔
し

【
の

が
も

し

称
慰

い
。

三

堪
共、

ω
朱
点

簒
今
三

馨、

鼕
ハ

耳
△
丶

丕
〉

）

、

働
福
点

爭
小

杢
寸

ミ

論

籥
璽
ψ

於

詑
†

泳
マ

い

る
 

築

葎
毒、

 

溺
方
 

古
い

製
で

蓼
と

ざ

髪
。

ω

曼

意
（

仮
名、

周
じ

頃
）

ぱ

整
鋳
な

も
 

で
あ
る

。

○
【

怖
卵
冒

　

高
山

寺
甲
太

−

　

　

　

　

巷
上
中

下

　
三
箔
・

「

高

皇

鏖
黶
籍

葦
夐
外

簍
」

ド

薫
蕩
リ

。

重
文

第

一

部
埜
ア

四

号
コ

粘
韮
X

叢
富

哲
里

本
鴇

当

せ

中
の

屋
得
へ

。

難
化

下
に
の

み

奥

薯
話
リ
（

堯
6

）

。

釜

　

吏

灸

鼕
写
了

　
　

　

同
年

斉
中
旬
比
六

建
等
以

　
　

　

　

理

明

藝
本
正

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

羣

　
本
文

墨
六

尊
（

＝

九
工
）

 
皇

量・
ド
係
る

。

寿

蓄
ド

9
同

山

寺
」

ヒ
 

単

廓
禾

即
あ

η
っ

溢
上、

第
＋

三

丁

表
（

房
別
阿

期

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

ヰ

梨
衵
品
第
「

亙
1

）

ぽ
で

に
、

ω
朱
薫
（

東
大

舟
ミ

論

鰲
、

・

奏
六

譴
）

か
あ
り、

三

箕

握
的
な
 

墨

薯
羹
（

仮
箔
凱

治
〒、

洞
び
頃
ジ

が

あ
る

．

　

藁
氷
元
斗
（一
占

呉
）

＋
「

月

像
雨

鑿
卵

あ
る
ぎ
で

、

高
山
寺

鑾
山

袖

擁
等
 

別
可
で

あ
り、

方
を

鍠
歿

3
 

も

0
と
し

蠧
る

壕
伽

あ
る

。

高
山

寿
ド
も
小

野
流
 

法

繁
變
あ

哲
（

お
怯

ゐ
戚
或
い

鹵
「

恭
高
鍛

蒙
房

」

（

苓
）

等

暑
か

も

抜
智

い
。

理

朋
励

漬、

勧

辱
 

興
然

翕

塰
改

む
、

賽
ξ

牟
〈

三
。

三

〉

寂
、

へ

四

歳
、

西
山

億
士

、

薯
σ

で

あ

圦
腑

凵

下

壌
偲

上

人
高
弁
び
あ
ゐ

。

0

冊
琳
一

　

所
在

葦
　
　
　
　

　
　

港
上

中
下
　
三

帖・

　
「

弘
文

萋
（

第
三

ヒ

号
）

矩
る

。

讐

者一
否
ん

。

　
弘

窒
二

耳
（

二
八

＆

判、
。

高
野
版

コ

粘
葉
毯
東

蘿
旧

叡
。

露
悉
五
 

鬢

　

荊
賀
）

　

弘
安
三

驫
胃

皆
蘓
東

璽
肇
羣
免

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

嚢

　

　

　

　
　

　

　

為
絡
僧
二

喧

蕈
麓
具
ハ

三

会
之
出
世

　

　

　

　
　

　

　

広
六
で

菩
剰

益
六
一

切
之

景
生
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是
則
守
穴
師
之

還
誠
偸
令
返
・

　

　

　

　
　

　

　

小
臣

之
心

癩
謹
以
闢
印
板

矣

　

　

　

　
　

　

　

　

髪
＝

蠡
八

晉

　

　

　

　
　

　

　

　
一
彼

五
位

上

行
赦い
田

城
春
違
糟

原
朝
臣
裏

否
皿

表
紙
石

下
R
「

真
昭

伝

霙
諏
」

（

妹
劣

婆
ヒ

あ

る
．

餐
君

耋
ロ

、

出
家
し

て
葛
野
山
金

剛
三

隆
佳

し
底

。

衾
卜

施
t

餐
 

墨
点
（

餐
）

は，

虚

体

奪

表
託
訟
V
ど
よ
θ

樵
せ

ぱ

蘇
撰

復
期
の

も
 
が

。

ω

朱
点
（

冱
呈

点
か
）

の

禧
荏
尽

確
か

で
甘
U

。

○
【

田
卵
H

　

所
在

棄
　

　
　
　

　
　
　
　

港
中
　
一

堆

「

三

泙

壼
蓮

參
剃

辛

犁
瑟
古

墨
朋

百
奮
〜

大
入

萎
暑
（

鏨
ギ

t、
）

に

ょ

る
。

筆
条
見

。

本
文
14
南
鈍

朝
期

皇
暈
ド

俸
ソ

、

冖

覇
の

訓

鑿
程
ω

墨

点
（

仮
危
点、

表
又

ぎ
、

 
朱
点
（

同
、

士

蕉
・

ヲ
ゴ

ト

点

あ

る
ひ
）

脚
施
守

μ
て
n

ゑ

委

耄
ド

は

籌
説
が

引
か

淋
て
U
る

．

纂
（

垂
⊥

羮
寂
九
＝

壑
は、

蚕
畿

啓
不

⊥
彦

茄
−
一

蛋
夲

−

仁
海

嚢
ヒ

い

桑
に

あ
る

。

じ
「

回

遡
　

醍
醐
寺
本

巻
上

中

下

　
三
払

を

　
小
杯
テ
規
碍
圭

御
教
ホ

慧
る

。

重
方
未
兇

。

本
又

威
媒
償
時
べ
の
専卩

写
F
係
る

。

 
垂
点
（

仮
名
点
）

撰

あ

り
，

 
朱
息

（

句
切
）

は
応’

氷
元
耳
（一一
邑

九
団
）

の

も
 

加

主
と

さ

杯
ろ

。

寿
下
ド

雰

　

審
丁

塁
δ

　
　

　

案
）

司
一

交
可
』

　
痃
印

旌
大
僧

糴
壻

旙
糞
賀
月
＋
四

濫
篳

墜
得，

耨
優
流
（

礎

繋
丞
重
爆

渠
）

の

憎
と

み

の

拾
。

聖
自
以

蚕
代
 

藩
膽
行

差
し

ト

贐

量
堡

騨

需
程
未
詳
レ

気

濯
元
彑

−

（

三
九

ε

い

葺
写

瓦

夫

逓
占

寸

蔵

増
益

疆
蟹
老

毟
多
院
嵐
）

 

奥
号

竺

深
ド、

「

窶
五

斗

（

三
≦
）

九

月
＋

四

β

以
報

疑
ぐ

御

杢
吾
皿

華
金

製
睡
渚
」

と

も
み
え
る

。

○

［

ゆ

一

　

東
舟
雪

善
堤
院
本

・

　
　
　

盤
上

中

下
　
三

港

申

里
里

魚
河 、

杢

重
の、

観

羃
塗
即

呆

窯
が

加

意
せ

ら
哲
て
い

る
と
し
て

犁
さ

投
毛
の

。

童
羣

覓
。

　
（

奥
琶

　
　

本
云

海
一

却
三

老
仕

覚
大

師
疏
加

愚
戞
泌、

於

真
言
者
以

石

　
　

山

さ
丁

勿
写
点
揖
声
巳

、

経 
釈
深
細
短

慮
易
迷
狛
〜

加

精
冴

可
削
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直
之、

願
圦

比
功

鎚
生
々
世
々
栢

遇
霽
放

餐
肇「

回

提
而
已

　
　

撃
へ

三

蕨
三

さ
七

月
＝

・

六

晃
印

呆

冕
葺

　
　
（

以
下
ド

追
加

禦
 

識
語
あ
6
於

省
略
す
る
）

〈
マ
マ ，

毒
〉

右

年

今
の

糸
に

は
誤

審
あ

る
ら
し
n

。

悉
二
・

真
⊥

重

）

偉、

高
野
山

鬟
椄
讐
杢

鬱
ひ
ら
い

廊
（

耡

奪
流

末
荒
）

。

・

墨
の

聖
教
ト

ヒ

称
セ

珍
太

奮
写
経
を

東

寺
三

憲

蔵
ド

収
め

、

企
剛
凋
経
 

興
燈

訳
仁
る

三

十

港
放
王
経
休

初

め
≦

省
し

隆
回

ど
鶏
樫
で
あ
る
鯉

奚
3

）

、

右
の

点

誉

つ

U
て

ぱ

盆
ぞ
η
い
（

建

9
）

。

藍
旻
師
円

告
略

璽
以

て
加

点
し
R
と
こ

ろ

堯
意
で

熱
る

。

二

　

第一
類

真
置
猟

広
沢

滝

○

冖

秘

蠱
冨
杢

璽
襲

董
中
下

三

巻

　

築
島
・

弟

旅
両

雷
士

の

移
点

本
に

貳
る

。

薬
見

．

　
旧

高
野
山
光
朗
院
蔵

。

巻
3
秀

無

背
ド

「

元

興
育
」

朱
呪

養
、

箏
縫
印
と
し

て
「

勧
修
侍
大
雑
厩
ト

複
扉
朱
印
（

並
せ

）

。

表
極
（

霾
世
）

の

袖
ド

も
「

勧
傍
寺

奄
蔵
」

の

季

萱
も
と

禺
都

謡
等
2

糴
伊
ド

あ
．

侭
も
の
と

轡

杁

（

義

10
）

、

春
首
博
＝

は，

天
平
十
こ

歯
 

暑
体

，

築
島・

小

林

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

両
再
士

は
な
佩

良
隣
醐

賎
か
ら
エ

ル
叢
阿

紐
期
の
蠱

†

俸
で

あ
る

と
さ
圦、・

る
。

允
ド

、

曽
岳
固

氏
R
♂
っ

マ

壁
粟
 

紹
捧
と

識
語
 

解
歉
ど
醒

試
み

ら
μ
て

い

る
（

注

“
）

。

ま
で

臥

油

戴

認

蠡
仰

げ
よ

う
り

　

零
上

婁

　

穩
）

以
箔

妥
三

斗
四

月
＋
二

田

鳥
了

棄
角
ム

縄

8
天
仁
元

耳
九
月

晋
菰

董
隆
飾

黌
之

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

蔓

　

　

　
（

江

ア
期
 

別

鬱

　

　
『

詈
二

耳

嚢
乙
丑

孟
端
＋

八
日

　

　

加

篳
今
此

蚕
部
＝

耋
Z

　

　

筆
力
勿
屑

易
矣

　

　

　

　
　

　

　

蟹
薯
特
茄
二

　
』

飜

釀
暦

ギ
尋
百

奪

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
尭
門
聖
趣

鑿

　

　

蔓
蔓
歳
乙

丑
等

傷
廿

八

日

婆

覆
了

　

　

　

　
　

　
　

僧
正

賢

蜃
禰

群
こ

虜
　
』

　

雰
丑
書
）

　

3

塞
五

年
四

月
＋

八
B

読
マ

南

壑
御
伝
法
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谷
）

榛
元

葦
百
廿

八

爵
奮
慧
中

麕
掣

　
　
　
　
　
　
山

鼕
受
丁

　
　
　
　

審

　
公
σ

天
だ
」

兀

年・
†
こ

月
子
五

日

饕
琴
丿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
門

髻
厘

馨

　
　
『

ゐ
全
部
三

巻
非
並

ペ一

耋
為一
　
　
　
　
　
、

　
　
　

級

馨
駕
復
収
函

纂

　
　
　

唇

難
叢
襲

臆
贈
墅

奢

豊
磐
二

』

　

訓
点
ド

は
少
勲

く

と
も

八

種
が

あ
る
（

ω

点

5
ω
占

｝

）

。

 
白
点

案
六

轡
じ

。

識
語
取

し
。

加

点
R
覚

 
り
少
し

遡
る

頃
で、

魯
に

地
さ

豚
て
り

る
が

、

刋
翫
は

塔
う
で
な
い

。

訓

競
渚
卩
古
広
訳
流
と

で
も

羹
き
も
の

で．

箋
爪

奇
院
ド

疥
げ

る
素

読
で

あ
ろ

え

　

 
朱

点

墾
薫、

覧
弘
五
与

△
o

尺
〉

）

。

馘
語
に

夏
閉

傷
三

御
仏

堵
」

と
あ

る
。

曽
田

氏
極

，

彼
つ

て、

当
朱
嵩
は
守
多

嚢
伝
墸
の
う

“

で
あ
る
と

せ

ら
μ
る
洲

、

．

訓
翫
豸
比
較
の

上

が

彑
d
る
と

、

従
い

が
扎

ト

い
。

亠

申

御
里
と

は、

守
多
鑑

妄
ザ

奪
団

鼻、

仁

和
寿
ド

創
あ
ら
哲
称…

宣
歪

で

あ
フ

て
，

彼、

こ

圦
を

相
承

す
ゑ
貌
王

ロ

御
室
と

号
し
ひ

へ

業
12
）

。

右
の

南
御
室
F

擬
了
る

F
、

簧
Q
入

裸
三

年
〈

九
七
二

〉

寂
、

八

九

歳
）

・

覧
朝
（

麗

厘
斗

〈

九
九

八
〉

廊

ハ

八
こ
亠

駅
へ
呵
心

以
）

が
券
亠

り

ら
頼
よ
う
鯉

（

這
惚

じ
、

蓼
応
鼻

代
内
ド

ヤ
や

早
す
寄
る

。

磐
は
、

蓼
圭

の

唇
し
て

奄
φ

箜
・

で

も

竜

臻
、

・

覆
詈
老
h

轟

が、

A7

の

と

こ

ろ
9
亀

出
せ

な ．
U

。

よ

り
可

儀
h

職゚
の

大
青
」

い

と
温
凹

わ

執
ろ
今
一

人
は，

国
血

團
含
図
蓄
礦
凧
大
B
餐
の

薯
書．

治・
妥
二

彑
−

（
一
・’
＝
）

の

条
〕

−
、

聴
蒙
八

人
 

内
ド
南
L
楙
蟹

と
み
え
る
も
の

で

あ
る
於
゜

何
人
 

謂
公
丕
肝
で

あ
な

。

靈
御

鑑
」

に

フ

9
て
も

、

藩
写

奪
加

点
し

斥
も
 

か、

域
い

14
そ

姿
伝

え

る
訓

壜
移
し

努
の
ハ
、

扇
で

警
。

光
の

智
点
と
ぱ

や
ヤ

趣
の

異
 
る
古

訓
堵
於
み
え
る
脚

、

刻

読
菰
卩
広

丞

旋
 

そ

れ
で

あ
る

。

◎

鴦
曾

袤
斃
の
み
が
）

。

戡
馨
し

。

加

喬

一

冤
弘
が

ら
君

安
の
函

喫

で

ヤ
や

故
在゚

町
で

あ
る

。

　

 

煮
奪
多
院
点
）

。

加

点
膚

鬆
上

・

中
だ

け
。

戯
精
F

♂

り，

岩

安
三

年
（
「
2
三
）

の

加

点
．

加

薯
鳳

義
a
・

望
翕

る

騫
将
士
）

。

　

 
角
卍

書
鴨

蕚
）

。

識
語
な
し

。

巻
下

前
牛

部
＝鴨

タ
 

「

ド

加

点
b

加
凸

欝
∵

加
点
者・
は

右
 
点

と

同
じ

が
。

訓
旧

法
o
芳゚

干
ド

っ

い

マ

巾

韓
士

の
亠

言

ロ

及
が
あ
ゐ

（

注
峠
）

。
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宴…
曾
嘆

点
）

。

軽
鷺
よ

り
、

承
保
元

年
へ
言

忘
》

覧

智
瓣

明
耳
に

奉
受
し

た

も
の

ヒ

知

ら

れ
る

。

明
算
（

垂
承
元
卑
く

二
〇

六

V
寂、
　
八
六

赧
）

は冖、
　

高

野
山「

麋
の
罰
恨’
と

仰
択

郭」
K

。

　

商

野
山
壱

光

院
蔵
大
臼

経
七

巷
に

は，

明
畜

†

ド

よ
っ

て
小

野

流
訓

読

堵
が

施
さ

れ
て

い

る
（

天
喜
六

年

△
O
ユ

◇
、

中
院
僧
正

点
、

症

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
へ

喧
）

。

寛
智
（

天

氷
一
；
斗

く
；
〇

九
〉

釈．

六

羲
）

は、

仁

和

舟
の

華
蔵

院
律
師、

禅
明
房
∵

帖

肋

寺
と

号
し，

性

信
炉
窃

母
法
し
朽

い

（

注

情
）

。

当

承
保
恵

夙
野
流
訓
免

馨
仏
え

る
。 ．

婆
範

寧
符
の

所
用

も

あ
な

。

国
会
図
号

蟹
大
日

縫
嘉
承
三

与
点
智

ビ
か

ら
窺
わ
侭

る
麺

〈

（

達’
ー5

文
献
）

、

寛
智
自

身
の

訓
鼠
乢

で

あ
紹
ぱ

、

広
」

叭

澱

訓
読
活
に

依
拠
す
ろ
は

す
マ

あ

湊，

翌
蒙
従
し
鳶

為
に，

お
 

蓊
z
な

っ

ド
も
 

ら
し
u

．

所

碧…
法
隣

塁
点
で

あ
る

。

丶

一

転
は

仁一

蛋
弧
流
系
士

マ

院
h

て

多
用
キ
・

れ
る

↓

の
で
あ

る
が

ら、

こ

簒
、

寃
摺

蓼
身
 

常
用
の

占

妄
で

あ
フ

ド
と
み

ら

忽
る

。

　

 
朱
島

（

円

堂
点
）

。

識
語
F
卩．

天
仁

元
鼻
（

二
。

代
）

矍

き

が

寿
0

寛
聟
ゲ
ら

篷
し

奪
 

と

あ
る

。

散

喬
嘉
点
で

あ

リ、

右

承

倭
澤
棉
足
す
る
も
 

と

思
わ

μ
る

。

髻
邸

葆
延
三

」
斗

△
三
と

〉

収ハ

皿

恩
夙
）

は
、

冤
助
 

付
示
に

よ
ワ、
・
垂

蓬・

長
尾
客
と

号
し

た
。

従
つ

て．

円

薗
点
所
用、
マ

あ
る
の

昼
匐

肯
で

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
9

ぎ
る
が、

覧
智
は

、

聖
黶
に

伝

授
す
る
に．

彼
伊

明
箪
が

ら

菓
け

て

き

添
墅
斜
詭
法
を

以
て

行
な

．

に
ら
し
い

。

　

聖

港
は、

こ

 

与

篆
三

昇
、

八

月
改

元
し
て

天
仁
元
耳
）

、

覚
智
が

ら

大
日

姪
ひ

訓
説
を

も

倭
蘭
し

て

い

る
。

前
出
の

大
日

経

嘉
駅
三

与
点
が
そ

釈
で

あ
ゐ

。

し

て
み

れ
虞

彼
国
三

評
大
法
を

承
け
k
が
と

み

ら
哲

、

或
い

度
征

剛
頂
経
の
加

薫
本
も

落
在
寸
る

い

も
し
れ゚
な

い
．

伸
日

−
寛
空
−
虐
乃

朝
・

暫
躍
町

甘
ど

に

は
三

督
大

菰
が
授
受
さ

μ
て

い

ゐ・

（

註

2
文

献
）

。

莟
経

慶
景
飛

董
歪

鰹

県
吁
流

、

と

割
読
法
を

異
に

す
る
の

は
ぞ
紹
自
体
で

興

密
る

問
題
で

あ
る

．

抑、

寛
智
が

、

碩

守
は
い

え

異
況

免

豐・
塞
察
る
と

き
、

如

纂
金
構

醒

葛
し

仁

ト
の

か
。

二

 
占
嚇

に
つ

き
、

委
よ

く
勘
裂

甘
U
が

、

そ

の
一

と
し
て

信
、

十
一

世
紀
前

￥
時

慕
け

る

仁
を
マ

で

は、

厳
脚

悉
地
縫

量
が

雰
で

な
く、

訓
建
於
未

戛
勤
し

マ
い

軟

こ

と

劣
え
ら

忽

禽
元

行
す
る
 
僧

点、

 

覧
弘

点
、

 
治

午

占
隙 、

 
畄
観

手
点

な

ど
と

、

彼
の

広｛
叭

流
訓

爨
睦
漁

と

の

間
の
活
〒
の

喜
か

ら
し

て

も
、

こ

の

期
 

当

流

鑿
は

＋

岔
固

秀
状

態
に

隣
獄

か
，

た

と
み
ら
μ
る

。

更
ド

馨
レ
た
い

。

 

墨
嵩

（

仮
乃

魯
。

識
語
な
し

。

加
点

晦
禾

詳
（

延

享
二

耳

賢

蓼
付
訓
か
，

築

爵
‡

）

。

港

÷
下
F
散

毛
て
い

る
。
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以
上

、

当

本
の

訓
点
で

あ
る

。

ω
忌
か

ら

 
点
ぽ
で
が

仁
和
寿

広

蚕
窃
僧
に

よ
．

マ

加
点

辻
ら

哲
斥
も
o
と

み

ら
紹
る。

こ

の

内
、

 
点
か

ら

 
点
ま
で

は「
広

黍
（

古
広

沢
荒
）

 

訓
読
施

、

 
点
と

 
点

は
船
野
流
の

ぞ
払
を．

夫
々

伝
え

る
告
 

で

あ
る

。

　
尚、

当

本
は，

聽
元侃
翼

壷

寸
，

十
一

世

弩

窒
縫、
て

後、

江
ア

蒔
代
中

期
延

享
二

斗
（

一

盖
δ

ド

勧
修
寺
腎

賀
の

伝

得
−

修

復
・

押

甼
る
と
こ

ろ
と
な

り
、

更
ド、

山
階

響
晃
親
王

よ

リ
尤

朋
隠
へ

寄
進

せ
ら
μ，

後

暴
ド

柊
っ

奪
 

で
あ
る

。

○
冖

躍

齢
一

　

高
山
鼠

寸

Z
本
　
　
　
　
　
　
　
　

巷
上
　
一

巻

　

コ
咼
山

婁
苓
目
蘇
第
二

」

ド

掲
ぐ

。

番
黒

文

第
；

部
「

・

第
⊥
ハ

六

号
，

巻
5
本

用

馨
な

し．

港
看
欠

。

補
修
 

傑

蠶

噛

尾

窃
塗
諏．

乳

錯

藜
生
じ

て
い

る
。

本
文
口

塵
…

霸
初
の

書
写
F
係
リ

、

全
巻
に

周
期
の

禦
点
（

円
堂
点
）

、

散
在
的
獄

 
墨
点
（

仮
名
息
）

が

花
さ
忽
て

9
る

。

簗
ド

卩．

暦

廊
・

塵
氷

・

垂
・

と
0
耳

号

耄
つ

写
縫

紙
断
回

午
が

用
“

ら

哲

そ
 
内
一

片
−

仔
も
周
望
息
が
み

え
る

。

O
［

鴻

一

　
・
竜
門
文
庫
本
　
　
　
　
　
　

港
上
申

下
　
三

椀

粘

蒹
型
夲

。

表
黐
ド

寨

鏨
て

「

梅
尾
高
山

盡

蔵
」

、

セ

丕
へ

簍
に

周
崩

墾
ぐ

「

禅

羣
鼻
凋
」

　
（

巻
上

。

下
の

み
）

．

内

題
下
ド
「

高
山
宀

寸
」

双
ぴ
現
澱
所

翌
單

廓
衆
印
圦

あ
る

。

　

霧
上

奥
老

　

　
　

＄
「

漉

門
旦
凪

　

　
　
　
　

　
　
　

　

熹
」

　

　
　
保

延
五

｛
ハ

月
＋

−

六
両

旦
毳
」

　

拿

雷
奪
）

毟
「

［
凵

量
［

口
凵

　

　
　
　

　
　
　

　
妙

［
］

蚤
了

保
更
五

耳
六

月
廿
日

本
交

了

審
下

奥

琶

保

葵
与
六

月
廿

六

皋
交

τ

」

（

杯
消
）

　」
石
券
嵒
「

の

朱
島

鞏・
は
菻

埆
さ

侭
マ

い

て
判冖

読
で

言
冠

い

奪
紀
ヒ

し

マ

婁
元
・

元

瑁

鼻
黄

象
き
文
擘
が

あ
る
よ
う

ド
も

み

え
る

）

。

禅

芟
”

は．

高
山

寿
 

恁
鴨
・

僧
房
マ

あ
ろ・

系
。

高
山

寺

幽

鳳
大亠
万

広
仏
垂
豊
燈
牡
入
ヰ
黌

界
品［
四

†

二

掌

観
門
二

帖・
へ

重
文
［

ノ

七
七
）

の

薯
号
に

も

鼕
第
三

箱
レ

（

滞

承
二

…

麦
隠
）

な

ビ

と
あ
る

。

蚤
円

筆
録
の

梅
尾
謎

戒
日

記
F
よ

忽
ぼ．

黨
喜
ニ

ヰ
（

ニ
ニ

。

）

二

月
が

ら
ヒ

月
ま
で

高
午
ド
κ
3

て
謝

既
寂
を

勤
め ，

八

月

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
9
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＋

五

日

の

高
弁
我

説
の

抑
の

翕
座
 

衆
の
「

人
で
あ

2
ド
人
物
F

禅
簿

房
が

い

る
（

注
17
）

。

高
山

耋
人

ζ
尹
一

韓
の

外
題
下

ド

倶
「

糞
房
記
」

と
あ
る

。

当

専
は
、

幣
喜一

需
成
7

転

い
目

繁

墨
ぞ
あ
る
と

で

忽
る
（

注

巴
。

璽

甚
吋、

マ

禅
ギ

を
督

籍
欠
目

盤
」

港
（

菫
箜
只
号
）

を

規

赧
オ
る
併

、

当
竜
門

畜
黍。

糞
房

覈
皇

魯
あ
・

な
か

も
し

餐
い

．

朱

点
と

α

直

接

肇
詳
で

あ
る

。

香
ス
酌

誉
騨 ．

塵

簫
δ
 

聖
著
日

蔵
に

3
て

わ

木
群
で

あ
る

撰

（

淀
19
）

、

＝

の

訓

饕
は

広
沢
流
の
モ
 
で

あ

る
。

三

井

養
以

外
て、

西
重
な

点
を
用
い

る
こ

と
は
国

不
し

て

Ψ

か

こ
ト
9
で

あ
ろ
う
か

（

潅

わ
）

。

　

朱
点

ド

卩
、

当
仏

書
三

港
に
つ

U

て
 

兇
備
レ

耋
訓
読

委
提
示
ず
る
と

霧
が

あ
る

。

又．

ヲ
コ

じ

塀

罍

少
な
く

て

岸
仮
ゐ
が

多
い

。

仮
乃

点
本
へ

 
過
渡
脚
様
梱
を

墨
す

る
も
 

で

あ
っ

て．

実
見
し

な
ハ
ヂ
丶

ソ
¢

古
占

苹
甲

で
は」
最
多
の

仮
名
村
訓
『

例
で

あ
ろ
う
圦

。

全
昔
諞

斜
軸

罫
多
い

為
に

、

憾
｝

便，

堡
漫
ギ
6
他
 

用
例
も

多
夂
菜

あ
ら

外
亀

皇
（・

と

 

仮

危

ゑ
記

ド

蘭
し

て

に，

助

勤
詞
ム

ド

次
の

 

＠
の

祷
が

あ
る

須

客
音
表
記
も

着
干

混
用
）

。

又，

濁
晋

符
ド

屬
し

て

09
⇔
が

あ
る

。

　
　

ω

鵜
ソ

励

蝿
魯

引
真
盲

　
　
　
　
　
　
　

（

上

各
）

＠

浩
し

嘱

漸
ぱ

・

…
：

前
を
に

一

59
此

蔭

是
候

諏
脇
し

声
な

塗

・

⇔
用

て

韆
蓄

瀚
謇
図

蕪
艶
H

　
　

10

　
　
　
　
　
（

上

4ー

マ
）

　
（

上

且
ー

）

　
フ

釜
単
点

・

…

（

上

壁
4
）

サ

 

・

三

　

嘘

乖
三

類
　
天
台
宗
山

門
弧

0
　

罰
　
冒

　
　

石
山

奇
乙

太【
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
上

　
　一

着

甕
 

小

林
両

将
士

の

禦
宗
ド

よ
る

。

笠
条
見

。

港

耒
。

石
山

与
』

切
螂
啓

幽

附
一

皿
亠
八

号
。

本
文
賊

婁
甲

期
 

書
写
ド
係
る

．

天
暦

頃
 

朱
黒

（

乙

点
図

）

薨
烹
て

い

窺

窃
業
与

「

重
客
β

尺
」

製

み

ら

侭
る

（

E
”

）

ゆ

Z
点
図
所

用

資
滯
F
は，

、

未
育
岩
ノ

く

の
鯛

川

題
榊
あ
フ

マ
蛍

鈍
に
減

吸
え
∀
い

伊
，

「

午
暮
睛

響
持

繋
腰
』

（

妥
）

ド

「

又

嘗
訓
が

あ

る
と
こ

ろ
か

あ

す
う
と、

訓
説
法

劈
類
（

古
山

馨
ド

島
す
る
ら
し

い
。

○
【

52
一

　

高
野
山

親
王

鴨、
本
　
　
　

巻
上

中
下

　
三
款一

　
既
出
「

新
版
点

本
量
耳
日
」

　
（

三

↓

六
石

5
、

　
「

平

婁
播
唖

文

　

題

翳
」

（

ユ
。

頁
）

辱
る

。

蜜
亙

覓
。

　

雀
奥

量

N 工工
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長
尾
壱

祥一
房
点

本
也

　
而
λ

室
弟
子
汞
畠

9
帽

法
妥
伝
読｝
畢

　

　

　

天
喜
六

年
三

月
八

日

唾
ー

　

　

　
一

晃
了
々

見
令

蕊
ー

　

　

　

四

十
一

回

注

ム

付

之

齢

盈
響

　

霧
中
項
轟

号
、

右

奪
の

赤
言
で

の
ミ

信．

老
略
）

　

零
下
奥
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　

景
元
六
年
＋

月
廿

三

具
齧
　

筝
壅
叢
阿

　

腸
梨

歪
死

此

鼕
円

　
右
ド
う

き
、

港
下

奥
に

毳
尾
云
セ

、

天
喜
云

受
の
仏

尓
択

あ
っ

て

よ
さ
で
う
ズ
が

、

今
16
知
怯
得
な

い
。

劃

餐．
’

長
元
六

耳
（一
。｝

三
）

尭

畏

蔆
に

従
っ

て
加
点
し

悉
蝋

（

望

憧

鑒
）

が
翁

の

る
0

奪
占

ハ一
斗

（

万
工

八
）

天
厶

昆
帽

宏

嬰
の

加

点
も

蓼
か

も

し

穀
い

。

大
日

経
の

親
王

院
巌

歪
妻

萇
元
六

年
点

霪

旻
献
）

と

比

す
る

ド、

讖
語
区

大
阿
で

あ
γ
っ

。

彼厂
哲
此

外．

三

部
門

経
と
し
て

訓

訖
せ

ら
“
R
も
o
め
し
く、

と

す
凹

ば、

金
剛

異
茄
点

本
 

存

葎
も

樵
測
さ
れ

る
。

　
延
股
（

永

承
三

年

八「
。
匝

へ

〉

寂、

八
三

歳
U

及
び
そ
 
爆

思
兄
円

が、

山

果
 

良
源

皇
塵
の

法
流
ド

あ
る
こ

と
に
つ

ミ

甕

得
t

（

鑵

ー5
又
献
）

の
÷ ・

笈
も

あ
る

。

大
原
諸

袴
皿

蚤

怪
冖 ，

西

踏

香
蒲

鼕
の

賓
で

「

萎
糞
也
」

（

注

到
）

と

伝

義、
盞
筏
 

糞
啻
 

警
鹿

鬚
の

喬

栽
曲
、

厨

働
双

脈
O

ゑ
揖
に
毛

連
な

る
（

注
皿
）

。

初

め
は
畄
公

寸

景

雲
ド

両
部
を

承
咳

後

鳶
に

住
し、

欠

最
塑
に

今
ト

と
い

う
（

注
93
）

。

伊

簍
尾
山、

入
和
国
磯
城
那
多

盞

粲
寿
は、

山

書
2
月
覆

蕚
で
あ
り

、

後
看

騫

山

魚
山

丞
囂
明

遭
場
と
 

交
渉
も

あ
っ

k
と
み
ら

れ
る

。

o

晁
】

毳
篳
呆

事
本

　
壱
上

雫
三

輌

　
「

昭
和

現
存
天
び

耋
自

妹
」

（

四
ミ

町

項
）

B4

る
。

筆

看
否
川

，婁

　

凍
平

七

昇
（一
。

密
）

…

…
…

籌

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
∫

含
沙

門

僧

蘂

　
周
目

録・
に

直
、

又．
亠

厭
所
を
同
じ

く
す
る
大

σ
縫
4
曄
（

港
「
．

二

欠
）

・

金
剛
頂
縫
ミ

帳
の

墨
訂

研

載
ぜ

ら
杯
マ

い

る
（

阻
ミ

六
・

曹

三

9
。

翠
恩
が

ら
す
る
と、

こ

毯
も
ミ

嚢
と
し

て

の
峯
読
・

加

点
で

あ
ろ
ラ

。

○

〔

謙
H

東
北

重
蒙

11
巻
上

　一
港
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小

菘
碍
士

・

柔
克
明
氏

と

共

回

翌
ド

よ
る

。

巻

零
本

文
口

碇
政
斯
初

侵
攅
元

午
く

＝

畠
V

か
）

 

喜
写
ド

係
る

。

村

上

雅
力
氏
の

専・

誌
的
前

見
・

訓
恵
・

訓
一

活
工
幻

干
・

和

訓
「

覧
択

堤へ

出
言

哲
ぞ
9
る7

奚
％
例

）

。

　

摯
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
、

　

　
（

勺

耋
　
　

（
『

窒
占

「

点

後
｛

な
」

」

　

　
「

点
本
云

康
和
四

季
だ

月

芝
ロ

菖
真
薇
他

本

養
了

　

　
　

長
沿・
元
年
＋

月
十
七

日

以
観
晋

院
御
本

移
点
了

・

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

．
n

委
沙

寮
種
」

　

訓
点
ド
は．

 

魯

意

量
憧
院
点，

云
治
元

与
）

、

 

墨
齢

…

（

仮
石，

周
じ

頃
延
榎
の

慮
後
【

校
時
）

、

 
墨
磊

（

仮
名．

院

減

期
）

、

他、

透
世
 

愚
霽
あ
る

。

文
政
氏

斗
の

裏
蓍
が

あ
り．

啼

疏
、

．

類
音
・

和
る
抄
な

ど
が
引
用
さ
燃
で

い

う
。

　
ω
魯

点
の

磐
塞
項

書
に

み

ろ

摎
ヒ

は、

山

門
案
人

原
勝

林
院
の

塔
顕
で

あ
り，

点
法

・

訓
説
活

と
の

周

境
盾

導
い

。

厶

呈
坊

齧
歪
懐
に

っ

）

7

ぽ

村
上

氏
に

詳
し

い
。

窺
・

艮

忍
話

暮
、

騫
量
資
と

す

る
、

延

璽
可

露
の

学
僧
て

諸
文

献
蘭

至
可

等
貳

り
す
刺
ぱ、

康
和
＝、
b

斗
（一

互
）

圦

ら

穴
帯
＝［

耳

（

一
＝
八
）

ま
で
 

冷

劫
ガ

知
ら

μ
る
と

さ
侭
る

。

私
見
で

何
更
に、

兵

範
記
の

重
瓮
耳
（

妻
）

九

珂
†

九

臼

永
に
み
え

る
治

動
伽

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
た

あ
る
（

史

饕
）

。

鏖
・

降、

従
．

て
、

同
げ

く

山

門
派
に

属
す
る
％

 

マ
あ
ろ
う
斌

、

未
κ
馨
か

で
は

む

い
。

村
上

馬
R
「

真
言
衆
の

中
側
で

あ
る
仁
和

寺
や

東
哥
に

臣
が

り
の

あ
ゐ

寛
意
」

を
、

ま、

嘉
楚
ざ

哲
て
い

る
拭
．

訓
読
法
が

ら

篠
従
い

難
い

。

今、

疑
わ
し
き
ま
ま
ド

掲
げ

詮
、

一

最
山

疼
の

「

壟
葭

」

（

三

嬉
諾
舟
糘
起

目

録
，

率
文
中
ド
鳳
「

観
音
堂
レ

、

亮
25

）

、

一

は

積
川

首
楞

厳
鷹
の
「

根
本
観
管
堂
」

（

月
縁
起，

也
）

が

あ
る

。

・

積
川
は
，

円

仁
ひ

聽
に

負
う

と
こ

ろ
大
キ
」

く
，

露

の

金

禦
西

塘
の

嬖
卑
に

対
し
マ

こ

鬻
観

慧
・

蘇
樽
地・

耄
象
る

ヒ
い

う
（

山

家
勇
略

記

残
略

、

三

塔
象
事

、

注
鯵

文

献
）

。

又 ，

ち

執
忽
が
は

刋
ら
な
い

が
、

親
音
堂
で
碁・
写

・

移
点
し

ト
と
の

託

録
択

あ
リ

（

建

26
）

、

更

耋
剛
親
蔵
五

秘
密
儀
軌
「

帖
の

奥
に

ー4、
「

…

件
本
云
吉

本
云
以
ズ
放

房
御
本

一

交
了
　

佇
奉
以

寒
命
院
御
否
冒

t
写
以
親
音
堂

阿
闘

餐
被
点

之
」

と
 

本
奥
子
「

余
が

あ

る
（

応
保
二

与
の

書
写
・

移
点

杢

宙
撞
崢
聖

贏
、

点…
研、

卩

ヘ
ニ

隔
◇

。

更

命
院
b
坂
本
毒
偽

で

あ
リ、

大「

款

房
う

檬
込
の

一

41c

冒

京
都
入
啓
本
墨
煮
の

加

毒
の

そ
勿

と
開
係
し
そ
う

で

あ
る

。

響
点
ド

奮
訓

黍
あ
ワ、

下

槭

崢
点

量
斈
「

師
伝
云

」

と

あ
る

。
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ギ
【

云
一

暮
の

時
ド

は

峰
旌

歪

皆
特

τ

繁
よ

嘆
に

η

（

417

）

訓

聾
の

他
三

類
で
は．
文
末
助

字
と
し
て

饗

系
で

あ
リ

、

右

研
d

一

森
ヤ

拿
奉
里
毘

点…
や

元
の

研
〕

看
山
豊

可
7｝
本一
木
占
い

に
マ

タ

訓
が

み

え
る

俘
で
あ
る

。

従
。

て、

当
訓
法
は
山

纂
独
魯
の

｛

の

で

あ
る
択．

周
派
で

も

四
B

］

京
那
大
夢

蚕
は
文
ギ

不
助

客
〔

讒
）

と

享
。

山

門

糞
に

も

更

緕
夸
皋
蛩
冴

る
ヒ
み

ら
払
る

。

　
尚
、

蛮
標
肢
ミ

部

癨
甫
眼

を

受
σ
て
い

る
。

羸［
宗
悉
驫
牟

掌
 

奥
に

ド、

「

大
沿
戊
甲
戯
（

＝一一
八
）

仲
秋
辛

禾
日

於
九

条
壇
所
為
受
学

亙
訟
6

周
注
黜
響
薦
W

之
　
天
君
口

山

西
亠

姶
院、
伝
槻冖
三

部
楽一
頂
沙
門「
延

懐

記
」

と
あ

る
（

注
27
）

。

四

　
第
四

類

天

蠡

○

珂
 
］

　

京

静
大

夢
図
量

晶
騨

本
　
　
　

　
　
巻
上

　
一

巻

　

巷
子
本−

。

夲
又

ほ
平

安
的

岱
甲

期

超
の
甅

号
写
匹

係
る

。

殊
に

当

夲
ω
魯

点
に
つ

p
て

は
元
掌
の

言
及
が

多
く ，

主
獄

と
こ

ろ
で

卩、

士

ロ

沢

義
則

博
士

（

注
鋸
）

　・

甲
田
博り
士

（

点
研 ．

＝

仁

四

百
↓

・

築
昂
得
士

　
（

主
oI

」

12

）

　・

m
杯
博
壬
　
（

注
阡

文

献、

セ

ニ

匕

・
七

六

六

箕

）

・

淞
本
健
二

氏
（

注
30
）

等
 

論
が

あ
る

。

　

馨
）

（

茸

馨
犁
八

月
廿
・

三

曹
純
了

窯一
記

琶

秀
三

斗
九

月

百

霪
鑾
読
了

公

暹

＠

倭
二

曇
月

普
交
鼕
纂
災

了
六

。

日

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

仁
昭

　

訓
点
F
は

、

 
它
点

（

西

墓
点，

延

写
九

」

斗

く
九
。

九
〉

）

、

 

朱
点
（

仮

養．

承
暦
三

年・

△
o

晃
〉

）

、

 

墨
鳥
（

仮
危
占
… ，

保
夢
三

昇
〈

二

三
〉

）

斌

あ
り、

量
奏
い

後
代
の

墨
仮
鳧
四

爬
く・
め

い
伏

鼕
レ
て
U
亀

禦
点
ド，

第
三

品
の

初
二

行
ま

で
の

墨

点
（

紛

8
と

交
着
亡

る
も
の、

 
墨
点
は

蒼
的

驚
の

。

　

 
魯

点
の

加

点
者 、

空
魚
疥
円
珍
 

資
で

あ
る
こ

と
、

諦
先
世
ノ

の

言
及
t
ら

哲
て

ぎ

斥
と
こ

争
あ
る
（

節 、

円
畛

・

競、

資．

登
万
）

。

蠢
慰
仏

鑾
弟
＋

五

に
「

補
四

王

院
＋

禅
帥
」

　
（

大
日

本
仏

承
全
圭
ロ

）

、

萸
信
公
記
の

延
長
四

耳
三

月
ヒ

E

条
ド

「

窒
足
陀

袖

匹
・

還
昭
四

王

院
塀

文
可

令
申

事、

仰

魅
行

へ
財

男
）

」

（

大
8
本
古

詫
蘇
）

と

伝
え
る

。

　
当

白
点
ド

よ
り．

西

墓
点
な

る

ヲ
コ

ト

忌
法
鳳、

少
惣

く

と
も

延

喜
年

周

兌
・

τ
九

：
）

の

頃
ド

は

娶
し
て
い

脈

と

認
あ
ら

候
レ

⇔

（ ・
注

朔
門

文
献
）

。

訓
門

笛
肌

浤 ．
ば
U

当
洋

多
四

塩
訓

の
も
の

で
、

　
や

・

や

宙冖

訓
法
を

伝
え

る
（

古

寺

票
）

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
13
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喫
点
F
つ

き
、

中

田

博
士

熹
薪 、
’

至
ハ

互
14
一

保

肇

年
に

仁゚

昭
の

加

え
区

も
 

、

又
、

公

暹
・

仁
曜
と
の

名
は
薗
以
寿

，

の

聾
餐
散
見
す
る
も
 

と
せ

ら
似

る
於

、

私
見
で

墨
 

麺
く

で

あ
る

。

又，

公

遷
・

仁
昭
賀

寿
門
愕
で

あ
る

と

い・
フ
記

蘇
は

確

認
し
て
い

智
日
が、

レ

て

 

訓
託
増
は
’

 
点
・

◎
点
芸
ド
第
三

勃〔
の

も
の

で
あ
る

。

加

え
て、

 
点

斈
μ
ぼ
次
バ

知
ら
抓
な

。

・

霧
蛎
詞
バ
・

休
助

詞
八

ド

♂
る

訓

誘
む
や
み

と

多
く．

こ

の

ま
ま
で

卩
国
文
訓
み

下
レ
耀

不
可
策
で

あ
る

。

即
ち，

二

刺

・

ら
は…

助
〜

別
調
N

ム
に「
訂「
正

亡
ら
る・
ベ
キ
丶

て

あ
リ

、

皇
工
天、

そ
の
丙

多

数［
が
◎

墨
点

に

蕊
っ

て
伸

司
正

さ

μ

て
目
ろ
％

二

の

訂
正
ぱ，

当

類

い

他
劃
点
“
よ
つ

て

首
肯

篝

碧
。

控
ド、

八

と

真
き

そ
ム

と

蟹
例
も
あ

リ
、

こ

の

方
威

石
よ

リ
少

瓢．
（

こ

の

案

裂

史
上
の

長
文
化

傾
向
ド

お
う
も
の

で
あ
る
）

。

他

ヲ
と

す
べ
吉

を
モ、

、

厂
と

可
べ

き
を

テ
、

八

と

す
べ

き
を

テ、

ス

ヒ

す
べ

き
を

ヲ
の

如

く

誤「
う
例
が

あ
る

。

・

ヲ
コ

点
が

と

鹿
撚

耄
の

が

あ
ゐ

。

「

叡
．

レ
）

…

詭
’

使

笥
9

」

　（

霧
ア
）

の

右

中
央
の

星
点、

「

当
シ

・

…・・
…

曾
xi

置

お
ノ

手
ノ

無
名

榾
ノ

上
こ

。

」

（

強
2
）

の

た

靖
 

星

占

膿
が
呪

て

例
冨

く

蓼
。

右
二

点
、

後
オ

疹
疑
と

し
て

も、

粤
が

ら
て
る

矮
．

二

 

寥
墜

窶
翼
点

霧
点
と

し

コ
こ

餐
仮

餮

ぐ翻
品

し
R
も
の

と

考
え

ら
以

る
。

禦
季
ほ
、

寅

杢
イ
．

或、

な

ど

 

馨
が

あ

リ、

祖
点

夲
が

呑
し

ド
と

み
る
こ

と

ぱ

可

能
ぞ

あ

る
。

乗
偲

め

く、

公

還
は

毳
ド

元
工

つ

て
が

か

る

翻
憙
を

短
し

汽

  、
て

あ
ろ・
ス

ゼ
μ

鑾
的
で

あ
っ

哲

為
が
、

或
い

威

象
〜

が

訓
む
い

為
が

で

方
 

如

き
祖

点
（

宝

幢

惰
）

の

訣
説
が

生
じ

払

い
も

の

と

カ
え
ら

餐
。

　

◎

鴦
の

加

魅
万

、

仁
朗
は

、

娑
稼

翁
山
西

辜
墜

豢
5
に

蔵
ぜ
る

蓼
釜

難
八

奮
璽
凧

臻
竺

港
 

糞

に、

「

倭
＝

耳
歳
沢
辛
丑

九
月
：

…

薯
写
−
・
i

仁
昭
之

本
・・
…

」

と

み

え
ろ
人

物
と

周
じ
で

あ
ろ

う
（

注
31
）

。

大

蓼
冴
と

卩、

局

じ
く

妙
塗
阮

蔵
仇

霪
禾
一

遂
 

興

梱
承
（

次

蒻
の

恭

ド
、

穴

整

萋
・

翌

鬣
と

変
る

と
こ

ろ
と

蘭
係
し

そ
・
ス
て

あ
る

露
和

現
蒋
天
ハ

旦

藝
日

轟、

三

至
要
）

。

最

厳

曩
宴
の

萋
掌
ド
あ
る

魚
研．

葢
菖

。

又、
・

嚢
・

最
厳

、

畝
哲
が

13
わ
が

ら

齒
耀、

穴
教
房
坩

后

笏
口、

天
永
元

斗
（

≡
。
）

三

昧
珂
閹

梨
良

筌
写
す
（

釈
迦
A
幽

丕
刷
一

艦、

同

耳
録、

八

里
二

嵐
）

、

同
二

重
夭

ド

綬
馨
す
（

金
薗
薩
埋

修
行

纛
弔
・

墨
蓋

蹇
雇

習
蘇

芒
匕

奏
ん

蠶
、

倭
＝

耳
良
輿
ド

奪
（

太
楽
叉
女

法
一

帖
、

阿
月

彝
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弋

八
言〜

須
）

、

天

承
こ

等
（一

三弓「
）

事

丁

達
房
で
行
冨

幺

ド

授
営
可

◎

下

蓮
院

蔵
蹴

沙

門
経
一

惰、

壬
畜
退

文．

題
叛

編、

兀
三

頁
）

o
如

キ

義
辿
ら
れ一

石

の

他
ド

、

皇
慶
・

畫
・

範
胤
・

篭
・

真

舜
ら

と

¢

蒹
於

む
蒋
と
知

ら

μ
る
（

仁

靉
迦
点

歯
僅

窯
 

所
甲
者
）

　
（

茫

辺
）

。

尚、

醍
醐
寿
三

富

院
蔵
金
謝
頂
瑜

鐸
　

 

輿
G
　
・

　
　
承

層
二

年
九
月
＋

日

毳
智
妙

鑾
匪

了

公

遷

　
　

保
安
二

耳
七

月
†
二

日

洪
大
放
序…
奉
受
7J

　
仁
置

昭

と
み

え
る

（

耋
）

。

し
て

み

詮、
 

鴦
・
，

宴
魚
威

三

部

餐
体
と

し
て

の

黍
準

加
点
か ，

又
、

孰
似
が．
卜

建
加

点

不
も

な

葎
す
る
か
、

ヒ
椎
勲
†
丶

ざ
う

。

レ

「

軟

一

　

三
井

寺
出

明
院

取
　
　

　

巻
上
中

下

　
三

巷

　
「

新
版
点
本

喜
目
」

（一一
八

百
◇

及
び
中

田

博
士

（

点
研、

ゑ
八

八

翼
4

ド
、

d

る
。

港
5
秀
警

活
丞
兇

。

　

塔
上

奥

青

　
　
　
　
〈

差
上

塔
首
二

卞

五

存
炊

あ
る
が

着
略
可

る
〉

　

呆
）

尺
沿

葦
五
月
亠

谷

董
房
歪

工

毳
コ

　
皇
聾
）

峭
倣

記
云

　
　
　

寛
も
三

耳
七

月
†

九

口

以

楚

鑾
写
フ

 

了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

咨
晃

　
（

禾
）

同
八

月
＋

七
β

以

痢
不
移
息
了

　
　
　
　
　
　
　
　

但

か

重
点

ハ

士

馨
笨
也

　
　
　
同
†
二

月
廿
一

日

勝
憧一
房
摩
下

慶
炭

了

　
　
　
　
同
食
人

雙
称

脅
城
房
善

秀
最
勝
房
上

善
房
元

・

　
　
　
　

寿
房

覈
昜

　
　
　

鰹

騰
雛
雛

三

旦
．

周
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

昌

舜

　
　
久

安

翠
旧

六

月

晉
以
法
服

御

鼕
了
此

寧

　
　
即
以

些

盆
経
也

　
　
昌

鼕
畢
本
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
珍
凌
記
之

　
　
久

窒
歪
月
†
三

・

輪
郵
か一

隻
・

題

蚕

斧

　
　
仁
平
こ

耳
五

月
叨

旦
日

乏
間
奉
読
月
上

務
了

飜

婁
云

　
　

鬣
三

尊
四

月
†

吾
奉
従

実

彈
隆
ζ

了

竜
雪

房
・

　
　
移
点
［
口
僧
云

記・

堯
臼
九
日

　

魯

周
所

競
也

港

『
7、

は
，

寿
卮

平
＝

年
oー

記
事
相
巻

部
言
で
が

あ
リ

犬
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

危
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）

、

港
下
で

ば
、

夫
洛
四

与
ド
可

参

†

了
」

鯲

あ
り

、

仁

平
二

斗
以

降
ド
芹
ぐ

記
が

あ
る

。

　
　

仁
平
二

量
月

七

究
、

翫

齋
上

塵
彖
肇
コ

　
　

先
与

魏
解
渚

墅
建
薫

久

住

伝

受
之

　
　

圦

此

等
三

部

大
法
師

難
書
也

　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

珍
慶
記
之

　
　

康
永
三

耳
＋

月
廿

百
以

窒
H
嘉
伝

港
取

訖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

精

耋
剛
行
弁
記

濡

否
即

蓄
区

馨
の

エ

し

鋲
辱
き
な

恥
、

饕

本
口．

穴
浴「
ロ

昇
（一
三

九
）

の

書
写．

同

善
斗
の

蕉
（

西

毒
点

）

h

ト

な

る
も
の
で
あ
ろ

う
が

。

こ

 
亠
人
沿

本
は

、

更
ド
久・
安
四」
斗

（

＝

四
八
）

の

馨
人

（

珍
琶

、

翌
与
仁

モ
辱
（

妻
）

φ

崟
肌

（

周
八
か

）

を

経
て

後
h

占

屎
永
三

彑・

（

北

朝．

三
ロ

面
）

D
に

行

弁
の

佞

警
る

と
こ

ろ
ヒ
な

つ
、

冷

じ

羅
る

。

　
大
寿
本
卩、

墨
二

耳
（一
〇

公
）

ド
昌

遷

響
写
・

移
点
（

朱
。

ぎ
ぜ
る

も
 

蠡
笨
と

茗
。

・

う
周
ド

は，

査
区

葦
（

τ

穴

じ

ド

昌
瞳
ハ

 

 

点
が

あ
ラ

払

卜
。

昌回
逃
は、

豊
丗

足
序
蓋
¶

又
、

十

妙

峯
憶

笨
と
し

、

勝
瘻

差
工
塞
受

・

加
点

耄
な
し

气

　
以

上
が

歳
ね
で

あ
る
沢

，
宀
屎」
平
三

昇
（一
ゆ

六
。

）

の

竜
曇
芳
・

実

相

彦
の

訓
読
法
を

伝
え
る
【

枩
、

永

長
三

年
ロ

冒

鮮・

鷄
足

房
本

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

の

貌
哲

益
閑
与
す
る
か

、

又、

久

要
四

卑
 

法
眼

御
房
夲
が

覧
泊

二

耳
昌
邏

套
揖
す
か

否
勝、

な

ど
の

未
詳
冨

恵
が
あ
る

。

鷄
足
房
倉
円

（

互
四

ー一
。

八

6
、

実

峯
（一
。

。
面

⊥
。

八
四

）

、

書
房
擾
柞
（
［
三

九

寂
胆 、
・

至
或
七

5
状

、

共
ド

粛
派
 

奮・
で

あ
る
こ

と

に
つ

い
て

篝
士

の

言
及
が

あ

る
（

羌

外

）

。

塵
鷲

葉
祖
点
者
群
の

又
と

み
て

」
い

炉

も
し

給

い

（

井
35
）

。

遂

蚕
薯
ド
み

る

賀
暫

薯
ミ

部

餐
し

て

製
該

て
い

る
。

「

新
版

苫

奪
目
」

に
は

、

当

条

続
U

て

大
旦
釋
七

帳
・

金

型

邏
三

篆
さ

餐
・

い

る
の
で

あ
怯
一一

著
は、

象
姦

響
く
し、

塞
言

苡
下
の

露

暴
あ

る
。

ぞ
0
丙、

穴
日

餐
古

点
ド、

露

劵
島

博
士

が
、

＝

公
口

宗
訓

凝
法

そ
伝冖
え

る
も
O
と
し
て

取
り
上

げ
あ

れ
て
U

る
が

（

注
15

文
献
）

、

そ
 

港
七

の

奥
「

被
記
云
」

に

ま

ワ、

又 ，

当
蘇
潘
地
経
R
よ

μ

ば
、

そ
 

大

暑
も
大
ガ
五
与
 

書
写
・

移
点

13
係
る
ヒ
み一
っ

け

ら
然
る

。

○

肩
］

お
茶

象
図

署
棺

鼕
董
奉

肇

塞

　
港

墓

霧
一

郎
氏
旧

蔵
不
で

，

田

中

凩
（

注

10
文
献

、

与
表
甲
＝

萪
ス

）

、

山
田
慮
U
士

（

注
36
）

が

妬
介
さ

拠
て
い

る
。
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奠
量

・

象
長

ミ
七

馬
鞘
…

籬
”

盲

耋
融
腿

　

宋
）

嘉
保
三

年
九

月
＋
九
冒

以
卸

本
糧
点
了

　
　

　
〈

遷

尾
端

裏
〉

　
曾
狸
）

久
血
∫
兀

彑
袖
恢

十

月
《

日

氾

日

至
了
＋

四

日

合
亠
ハ

ケ
日

之
闇
州

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

素
受

大
勝
功

了
行

□

　
本
文
は

嘉
保
三

鼻
（「
・

奏
）

の

書
写
ド
係

る
（

治
〒
の

霈
あ

リ
）

。

訓
点
に

μ，

 

朱
点
（

西

墓
点
）

と

款
圧

的
な

 
墨
点

（

西

墓
点

、

久

安
元
年

△
、
寧

工

〉
）

と
が

あ
る

。

 
未

点”
は
圭
層

保
亠

二

」

斗
の

移
旨
…

じ

係
る
於
、

・
氷

景
二

彑・
（、
〇

九
セ
）

ド
一

部
そ
の

抹
消

・

誓
价

あ
刀、

別
訓

等
が

花
さ

竣
両

時
の

筆・
は
泥
全
ド

区
別・

し
て

い

く

こ

ヒ
ば

難
し

い

（

周
｝

八
佛

筆
が
、

「

は

細
く
，

蔗

入

い
）

。

勇
と

嵩
疑
環

或
い

14

壑
鬲
山

（

薔
等
渓
辺

昊

μ

黒
甲

岳
）

か
。

於
が、

太

勝
功
と

μ
，

東
寺
蔵
仏

説
蹴

沙

門
天
経

「

帖
・

の

契
の
鴨

条
園
「

久
安
三

与
＋

月
以
大

勝
坊
阿…
周
梨
御
本

書

写
之
了

／
£

0

洞
†
五

ヨ

移

焦
｛

奪
／
比
血
珍
伊
比
之
」

（

点
冴 、

一、
八
二

夏
。

新
版
点
本
書
言、

｝
＝、

百

5
と
み

え
る

も
の

と

同

天
で

あ
ろ

う
。

こ

君

醤
墓

毫
所
甲

若
も
 

で，

糞冖

ド

μ、

承
暦
四

年^
い

叢
の

黛
ぜ

る
も
 

を
、

後
ド

廼

猷
が

暑
写
・

移
点
レ

斥
ヒ
あ
る

。

東
寿
蔵
北

方
昧
沙

門
天
王

現

身

念

顰
緯
一

鰻

高
野
幽
嵐

寿

爨
磯
善

薩
儀
軌
｝

帖
V
ビ
 

奥
書
に

込

纛
が
λ

え
（

平

耋
文

題

羅
三

三
・
三

尺
賈

）

、

文
、

月
珍

・

覚
猷
・

更
猷
 
渇
が
み
え

る
。

円
殄

二

兜
猷
（

茎
⊥
、
回
。

）

母
と
よ

リ、

毒
並

鏤
・

額

嘉
点
本
に

即

い

て

掌
ん

髭
帽
で
あ
り

、

大

勝
坊
も

同
派
僧
ヒ

み

て

詮
“

。

　

 
朱

点
の

点
法
は

輿
型

的
な

西

墓
点

で

あ
る

。

下
図
の

ヲ
コ

ト

織

え
・

レ

卩

痢

凸
京
祁
穴

筈
庶
ド

遥

存
す

る
が
、

西

墓
点
ド

於

け
る
c
は、

当

末

殉

肉
，

点
ド

δ
．

て

初
め
て

知
ら
撚

る
。

剔

犁
施
す
ド

際
  ，

当

鑿
伍

客
の

た

傍
ド

オ
形

赫
目
タ

轂
σ
て一
何
な

う
こ

ヒ
が
あ
る

。

西

草

鯊

本
に

ま
ま
み
ら

μ
る

方
尭
で

あ
る

。

啼

廠、

ヨ

第

醺
覇
韻
・

小
切

韻
η

ビ
か

ら
 

引
用

が
あ
り

、

一

引

用
文
由

7
の

反

切
亮

や

不・
文

仮
ゐ
付
訓
に

も

ま
ま

羞
秀
あ
る

。

　

　
の

ヨ

云

撚
刀

弥
及

／

謂
接
続
／

相

／
也

／

冊
云

柵
糊

腆
反

／

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ヒ

ネ
ラ

　

　
　
以

毛
指
／

寝
物

　

（

66【
11

下

欄
、

走・
文
「

合

虐
撚
A
ド

瀞
冫

　

　
 

融
冨

欝
車
（

皋
条
文．

斥
石

謬
委
5

　

　
の

鵜
駐

一

薪
ヱ

・

（

咢
本
文

真
言
v

土
・

騫
言
霧
式

辷
て
、

「

禁
を

亠

・

8
軍一
」

（

畫
・

峨
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署冖

垂
食
を

こ
（

坦

5
・

「

璽
．

ナ
」

（

旦
・

）

墓

論
、

焚
「

糠

邑
（

咢
）

も

耄
。

又，

靄
と
・

て

蔑
V
こ
な

ど
で

季
誓
が

、

．
．

舞
厨

耋
釋
3
マ

「

欽
ザ】
宙

塁
譴

・

寧
二
」

（

咢
）

ヒ

あ
る

。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
へ

○
［

叫
舶
旧

　

所
在

禾
詳

本

　

　

　

　
　

　
港

第
一

　
一

巷

　
「

弘
支
荘
猗
啻
壬

暑
目
ト

第
九

号

（

略

†
二

・

三

）

所

掲
厚
彑ハ

F
ま

る
。

巻
｝

本
。

屍
欠

。

紙
数
八
董
％

本
文

号
異

及
び
訓

点

 

 

蕉
（

西

墓
点
）

ぱ

院

攻
期
初
碵
で
あ
リ

、

翠
点
〔

仮
名

点
）

は
そ

望
リ
芳
〒

乙
如

く
で

あ
る

。

 
点

晶
疏
 

引
用

旁
。

　
・

五

　

第
五

類

そ
の

他
の

も
の
・

未
勘
 

も

の

○

量

一

　

田

中
放

慮

桑
　

　
　

　
　

巷
中

　一

巻

　
田

中
氏

〔

注
10
文
献
「

ミ
四

五

百
σ

ド

よ
る

。

笛
・

者
未
凱｝

。

書

　

天
応
一一

耳
（
七

八
二

）

正

月
二

日

○

冖

卵

　
一

　

石
山
ま

寸

甲
太
丁

巻
上

　一
，

帖

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
石

　

築
島
博
士

仰
教
示
ド

よ

る
。

笹
者
未
且
〃

。

石
山

寿
る

切

雑

第
三

三

函

第
六
・

号
。

零
本

。

梁
。

但

し
も
と

は

港
｝

杢

差
首
の

戳
一

葉
欠
、

訳
処

竡

第
五

以

下
欠

。

　・
奉
文

喊
乎
安
睛
掃
杁

中亠
捌
（

前
唱

†

か
）

の

↓
聯

写
ド

係
る

。

周
じ
ユ
唄

ド
苑
さ

燃
斥
と
み

わ

珍
朱
点
は

Z
点
図
で

あ
る

。

そ
の

ヲ
コ

ト

点
の

キ
は，

未
ビ
王

の

肉

部
ド
あ
る

。

Z
占
…

図
所
用…

資
料
ぱ
板
名

甕
怜

の
一

繁
甚
し

い

と
t
ら

珍
が

（

祷
）

、

殊

場
朱
点

 

ア
・

ク
・

コ

・

ス
・

テ
・

ネ
・

マ
・

ミ
・

モ
・

ヱ

ニ
7
・

し
・

ヱ

V
ビ
は【

，

乙
点…
図
所
用

資
料
の

中

芝
繋
 
亠

蔀
犬

蓉
本
（

旧
石

由
う
翻

趣

害
聾

平
八

耳
嘘
証
胆

識
晤
太
）

 
）
て

仰
ヒ
ト

σ

く

似
て
U

る
。

訓
読
法
も

古

態
で

あ
る。

後

顰
ド

照
ら
亡

ぽ
、

小

野

流
・

山

崇
、

双

方
 

隻
得
通
じ
て

習
、

今
φ

と
こ

ろ

呉

払
と
も
宏
し

難げ
い

。

し

ば
レ
当

類
ド

誘
く

。

乙

点
図
所
用

資
料
ド

は、

副
助
詞
河
が

み

ら
撚
V
い

と
ヤ

骸
う
が

窪
葺

文

暫
、

当

朱
点
に
同
た

掲
他
の

薙
例
か

が

あ
つ，

理

解
に

舌
し

む
。

　

　
如

此
曹

之

人
イ
・

則

得
成
軛

。

　
（

並
5

○
［

郷

一

　
亠
薗
野
山

西

南
甚
甲
夲
　

　

　
　

巻
上

　
「

堰

　
「

準

安

遺
文
　

題

馨
」

　
（

六
一

貢
）

に

ま

ろ
。

業
木

見
。

婁
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象
ご

菱
三
−

持
（

堊
）

正

月

甘一
日

請
了
’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

§
憎

矗
斯

お

墨
等
酬

伝

蛋
鼕
ぞ
あ
刺．

尋
暴
寸
ろ
が、

今
裾
留
寸
る

（

三
抃

舟
・

仁

枦
寸

・

高
山

寺
 

闃
係
文
昏
ド

良

照
な
ゐ
＆
杤
が

い

る
が、

彑
葛

ハ

洲

や

や
下

3
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　丶

　

○

［

叫

一

蓬
卩

森
乙
本

　

岩
⊥

下

二

帳

　
「

詔

駕
羣
谷
疊
笈

答
目

録
」

（
四

颪

邑
ド

超
累
り

。

港
中
は

穴
が

。

薯
禾

ろ

　

粤
†

）

　

承
保
こ

年
（

齢
）

＋

月・・

…

六
善
峯
比
谷

禅
明
房
未
蒔
許

書一
J

他「
仏

専
翼
n

董
止
山
撞
冖

明

身
と

こ
み

え

る
が

（

同
目

録、

五
六

項
）

、

未

勘
と

す
る

他
 
U

。

0
冖

脳

一

　

真
福

←

寸
蟹

生
院
本
　

　
　
　

巻
上

中

下

　
三

巻

血

墾
ほ．

墜
上
・

中
ド

「

三

交
了

」

、

巻
下
ド
た

記
が

あ
る

。

　

霧
下

奥
書
）

　

（

墨
）

保
延

三

斗
械
九

月
＋

花

臼

金
剛
崟

寺
之
貯

玉
否

院
之

　

　

　

　

　

　

　

　

　

西

房
。

ア

書
潭

了

　

　

　

　

　

　

　

　

　

同
廿

｛

旦
交
丁

妻
口

保
延
四

耳
（

三
八
）

の

薹’
操
る

。

書
翠

・

検
心

時

 
葦
で

あ
ろ
う
加
、

箔
于
 

量
颪

（

仮
危．

字
†
）

択

あ
る

。

安

毳
F
画

、

醍
醐
奇
よ

り

矮
望
る

典
霜
択

多
u

と
さ

れ

（

田

中

稔
氏
）

、

右
墨
点

甚

第
一

類
不
 

も
 

ら
レ
h

。

O

舅
一

高
野
山

西

南
院
z
本

帖

；・
四・
五

摂
楞

毒
轟
教
示
ド

よ
る

。

韮

簔
筆
煮

香
乃

．

帷

笠
圦

ら

す
る
と

略
疏
で

接
い

か

と

疑

貿
る
が

、

し．
藏
し

叢
ド

従

フ

マ

当

類
ほ
お
く

。

本
文

賦
仁
準
二

斗
（

＝

エ

う

 

書
写
ド

係
る

．

　
〔

窒
暫

馨
4

　

仁
罕
二

耳
軒
＋

月
＋
二

日

六
私
山

院
以

鼕
御

本

　

書
卑
之

畢

　

　

　

　

　

　

　

　
勝
賢

　

　

象
鷺
圦

号
秀
砂

点
了

　

泥
押
）

」

　

筆
三

耳
醗

育
昔
蓊
勝
坊

禦
宝
塗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

乏

了

　

勝
賢

蘚
難
胴

講
躍
躡
麟

難
肩

右
の

他一

寛
璽
 

氷
元

斗
 

墨
葦
が
磨
る

。

他

冑
＝

れ
ド
大

同
。

但

し，

帖
乱

ぜ

は

未
筆
六

掌
が

仁
甼
三

耳

余

壕
董
キ、
哲．

帖
厂

三

で
ぱ

承
久
 
一

条
吠

で
い

。
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訓
点
に

直、

 

朱
焦
（

西

墓
点

、

仁
罕
ミ

年
）

、

 
墨
点

（

仮

名
点．

承
久

元
年

△
三

九
〉

）

、

謝

あ
る

と
ざ

れ．

承
安
二

年
（

＝

七
昌

）

の

訓冖
点

有
無

咸
土

不
詳
で

あ
ろ

。

齧
等
と

は
今
ド

建
 

る
亠

蕊
市
内

の

ぞ

拠
で

あ
ろ

う
か

〔

浄

よ

家
）

。

叢

馨
F
つ

き
マ

夙
　

「

山

家
穴
太
流

巽
次

第
（

次

三

緊
事
）

」

の

糸
末．

「

浄
土

寿
ノ

馨
正

。

告
堤
厚
7

澄

雲
肇

。

窟
霪
禅

，

御
弟
予
也

。

山

門
．

教

狽
。

只
タ

彼
．

凱
・

抄
物

ブ

用
ヒ

来
ル

者
也
」

（

注
甥
）

と

あ

る
の

が

参
方
に

な

る

望
し

捺
“

。

用
例

墻
く
が、

劃

票
笑
藁
の

活
 

ヒ

認
め
ら

珍
。

O

研
H

ミ

曽

暴
笨

　

　

巷
上

下

二

帯

　
吉

蚕
（

注
33

文
献

、

一
〇

八

賈
）

ド
よ
る

。

卷
申
欠

．

華
者

未
見

。

三

啻

院
と

日、

高
野
山
・

醍
醐。
寸
の

執
畝
の

ぞ
μ
で

あ
ろ

う
が

。

券
下

奥
署
偉

彦
記
に
大、

同
で

あ
る

。

　
（

港
上

奥
号
）

　
　
　

　
四

年
九
月
＋
ヒ

日

塑
響
上

黌
鐘
謎

杢
交
了
仁
．

　
　
　

　
甼
三

耳
鵬
買

を

　
　
以
三

本
一

交
邑
…

τ

駆
躰
鮒
齲
粧
献

鱗
珂

　
　
嘉
禄
二

茸
踊
卯
月
＋

日

執

萋
俊

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
勿

　
　

嘉
様
元
耳
初
冬
比
伝

慢
入

壇
坐

年
四

†
三

美

繋
寺

・

　
　

正

即
研

爨
値
紘

曇
工

冒

写
交
点
之
瓜
奮
禾
州
柘
筒

←

肴
数

・

　
　

覚
閣

器
為

44
法
興
立
広

作
仏

辜
也

　
金

剛
仏
子
　

・

　
　

饗

　
　
　

理
謐
聖
人

許
可
祖
師

第
三

篆
塵

叺

本
文
ぱ

嘉
禄
二

与
（

三
五
）

の

喜
写
に

係
る
や
く

〆
が

、

電

い

こ

と

箇
知
り

得
な

い
。

o

露
鼬

碧
策
詳

本

　

　
港
（

占

牢

一

帖

　
「

弘
丈
在
k

ロ

本
目

妹
」

（

第
三

〇

号，

昭
三

二

・
【

o

）

・

「

三

都
古
凸

遅
寒

食
餌

古

輿
籍
辰
税
八

札
会
目

録
」

（

昭
三

た
・

四
）

の

前
掃

写
具

辱
る

。

嵳
。

楯
御
＋

六

乗
、

枝

嚢
鏨
夲
（

墜
六

6
糎

、

積
三
・

龕
）

。

港
申
岸

麺
ド
至
る
一

惰
梗

が．

難
児

上

末
品
’

の

潔
瑠
暫

四

弟
卞
「

々

ビ

を

倉
匹

で
い

る
。

本
文
蚊

鬘
ド

係
る

。

　
　

馨
）

采
）

　
　

承
久
三

耳
辟

閏
十

月
十
一

渇

茨
寂
光
院
松
獄
了
五

師
隆
詮

　

訓
点
ド

β、

 
未
点

盆
易

驚，

承
久
三

耳

合
三
一
〉

）

、

 
墨
点

彼
名
占
映

行
中
夫
雁
論

、

礬
初

期
）

拭

あ
る

。

 
不

童

捻
疏
他
を

81
く

震
文

蔡
あ
る

。

 
是
占

…

威

第
二

類
い

訓
続
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法
を
伝「
え
る
も
の

叭
。

寂

養
・

更
原
 

諌

肇
卩

蹙
た
・

楚
．

尚、

当

本
虞

、

本
文
一

面
七

行
ド，

†

轟

芻
後
の

未
印
が
幕
さ

炉
て

い

る
。

こ
O
印
薗、

蓮
省゚

審
骸
で

中
夬
ド

「

伸
」

字
を

含
む

。

○
「

 
船
H

　

所
在

未
詳
本
　
　
　

　
　
巻
上

中

下
　
三

巷

　
「

篶
享
臼
』

（

第
三

と

匿

詔

呈
・

六
）

霧

詈
π
よ

る
。

奎
采
見

。

　

足
莉
初
期．

摩
氷
二

＋

五

年
（

一
巴
へ
）

刊
 

根

来
厭
で

あ
リ

、

当

版
威

入
正

馨
、

別

峯
二

（

和
本
）

の

楽
で

も

あ
る

。

港

歩
菩
」

葉

扁
写
じ
る

。

趨
養
下
ド

」

絮
」

徐
得

看

¢
と

あ
る

。

　

婁
下

刊
記
）

　

応

永
廿

韋
八

尋
三

日

　
八
伝

譁
竃
導

巻
上

同
二

月
勉
甘
、

遷
中
匳
五

月
三

殉
と

η
つ

で
”

る
。

右

ド

筰
て

司

復
ま

な
く

 

量
輿

養
あ
リ

、

養
奏
砦

。

　

8
垂
套
年
八

月
八

昌
†
輪

騒
葦
部
〜

縫
早

生

篭
卜 ．

四
禾
意
（

ヲ
コ
・

点
・

声

箒
あ

糸
、

正

長

ミ
〈

亜
¢
が
．

．

怐

墨
点
（

霆
点、

周
じ

嗄
か
）

バ

施
し

て

あ
る

。

　

港
淳
序、
亠

だ

否、

工
；

手冖

葢
剛

靆
三

墜，

周
こ

十
四

年

に

大
臼

経
七

港
髦
も

刊
行
し

て
い

る
。

犬
伝
法
阮
泣、

新

曇
皇
β

宗

絹
墾
爭

慕
俘
る

昊
 
輩

の

享
、

覚
鑁
（

堡
召

耳
〈

＝
駆

三

〉

寂、

皿

九

歳
）

の

移
設
に

響
る

（

穴

治
五

ヰ
〈一

三
6

＞

協

○

鶚
］

放

葉
群
夲

　

　

巻
上
中

下

三

僻

　

東
京
古

麥
癨

「

剃
立

五
†

週
年
記

霍

蒼
観
大
八
札

圉

銖
」

（

頭
三

五
・

＝
、

よ
野
曽
勘

永

寿
）

ド
よ
る

。

筆
者

・

末
見

。

　
粘
業

蒻
型

禿

表
紙
左
下
に
「

金

剛

資
激
尊
」

ヒ
 

墨
書
斌

あ
り

、

内

趙
下
ド
「

高
山

寺
」

の

才
形
皇
那
未
印
が

あ
る

。

訓
承

の
右

無
繕
禾
詳
ゼ
が
、

叡
卑・

2
叉

仁

元
耳
〈

三
。

一
〉

ー
正

応
ミ
」

ヰ

〈
＝

充
。

〉

）

は、

璞
の

蕚
計

っ

斥
西

ぺ
寸
廟

示
律
 

碩

営
で

あ
り

、

小

野
流

三
富

髪
ひ

巍
に

垂
な

る
。

o

顎
同

所

壁
念

笨

　

　
潜
上

雫
三

悼

文

安

嘉
吉
ド
刊
行
ぜ
ら

於
菓
轟

激
で

あ

余
、

勲
そ
 

他
ド
つ

U

て

圈
禾
膨

肛
ぐ

あ
る

。

跡

里
煮
未

見
。

ー
以

上

昭
和
四

た

午

育
呂

亠

曾
現
在

i
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注

1

経
師
充
繧

帳
、

天
平
払

年
八

月
・

周
＋

与
潤
へ

π、

大

　
9
悉
↓
β

文
哲
盲 ．

七

 

［
o
兀

・

｛

＝
へ

項
。

2

　
田

中

海
応
「

蘇
悉
地

雑
に
っ

き
マ
」

暴
散 、

第
囚

号
第
「

号
。

3

高
山

奇
鳳

霏
命
業
抄
の

奥
各．

建
仁
三

与
ひ

覚
経
 

記
。

4

築
島
裕
「

葛
山

寺
杢
衣

夐
呆
」

高
山

書

讐
茅
二

冊
、

　
九

三
・

九

吾
賈

。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

、

5

遼
蓐

雲
「

訓
点

翼
租

と

訓
6

蔦
の

誓
「

所

引
。

6
　
同
縫
蔵
に
戚、

当

本
と

全

同
の

奥

尋
を

有
す
る
一

本・

爰
叩

ご

　
凾
 

矛
「

固

ー
「

六

号
）

が

あ
ろ
が

、
一
訓
息
ぱ

信
し

な

い
。

7
　
高
山

蕚
烽
講
バ
の

夲
興．

異
保・一

蓐
〒

の

高
弁
の

記
な

ど

F
か

く
あ

る

（

斧
＝

部
第
凪

巴

号
）

。

巳

　
栂
尾
祥
雲
「

塗

剛

靆
粫

説
」

二

賈
。

9
　
東

鬣
千

炎
齦
胤
筥

葎

靈
経【

帖
の
興
ド、

文

和
三

ヰ

（

三

盍
）

六
月、
一

蚕
藏

栄
雪
F
誂
え

壷
し、

絞
忌
レ
斥

と

耄
。

こ

黙
耀

悉
甲

熹
と

や

や

迩
く
て

劣
つ
合

致

与
い

　
例
で

あ
る
と

ざ
忽
7
つ

（

点
研 、

三

七

粤
輿
）

。

ゆ

　
田

申

鏖
「

日

本
写
経

綜
鑒
」

二

三

右
環

。

　
　

春
日

改
滑
「

吉

訓

点
の

研

琶
空
ハ

・

芝
頁

。

u

曽
田
文
雄

「

訓
点
語
彙

O
高
野
山
光

明
梶
所
蔵
蘇
悉
把

掲

　

羅

讐
弘
i
耳
点
」

訓
誌．

第
三

輯
団

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

肌

　

同
「

（

同
4

承

保

元

斗
点
」

訓
誌、

宀

弟
八

輯
。

　

同
「

高
野
山

光
明

鬆

嚢
寛
弘

点
の

識
語
」

訓

誌、

第
ニ

ー

耗

12

本
寺
営

霞
記、

及
び．

者
ケ
杯
不
芸
記

、

枦

を
可

史

科
・

寺

一
読
媼
響
「

　
昌

八
醇

百
へ

・
畠

六・
工

頁。

13

仁
和

寿
卿
微
（

蹊
證
本
・

偲

蓮
院

あ
、

F

奪
羅
・

青

　

毳
二

、

コ

匕

貢
・

八

百
｛

。

件

小

埜
窺
「

歪

鼕
舜
ハ

袰
け

ゑ

籍
蔑
 

国

蔓

的
珂

兜
」

セ
〇

五

・

九
二

頁。

15

築
島
硲
「

平

宴
畸
バ
の
苔

訓
点
の

語
彙
 

性
籍

−
杳
経

の

古

訓

馨
例
と

し
て

ー
」

圃
語

営．

第

窒
鰐

。

16

　
仁
和
守
諸

院
家
記

憲
山

舂
写
奉
）

、

仁

和
舟
史

料
．

寿
詫

　

編
｝
、

｝

乏
↓

貢
。

η

　
田

中
久

天
「

却
廃
忘
記
」

校
注

、

日
丞
由
心

想
史
大
柔

錬
倉
旧

仏

教、

＝

四

喚
。

13
　
高
山

舟
資
料

叢
暑

第「

冊．

所
疎，

翻
刻
杢
文

究
−

百
 

奥
田

懃
氏
解
説、

七

三
夐

。

19

高
野
山
富
寿

院
戡
一

彎
丈

蒼
誦

機
軌
一

帳
 

奥
号
の
「

余

ド
、

「

益
洞

元

耳

9
昌

六
）

四

月
＋

合
旅
旦

鰹
釜
」

」

と

　
み

え

る
｛

ザ
内
理
三

働
「

乎

耋
文

題
販
衛
 、

。

九

貢
）

。
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20

　
富

痩
尻
点

・

西
葦
省
｛

・

喜
多
院
』
撃

円
堂
点
を

併
せ

用
い

る

蛍
朕

（」

妬
奇
寛
痃
活

税
王

資

建
久
斗

間
罧

、

占

耕．

三

三

九

石

艮
）

ぐ
、

西

墓
点

・

円

管

舌
…

を
用
い

ろ
敷
罪

耳
（

高
山

寿
融〔
金
剛

　

頂
一

叨
や

来

真
喫
概
公

全
丞
現
證
大

款
勇
腔
覧
弘
五

耳
の

臼

点
．

朱
忌
）

 

押

き
人
吻
が

い

る
。

鞘
　
日

本
高
勵
掴

伝
簡

重
X
抄
片

弟
二

（

沱

上

阿
闘
暴
公

呈

慶
伝
）

、

莉
訂

坩
棚
圖

更
入
系亠
第
三
一

壱，

セ

o

頂
ρ

奴

毳
耄
コ

奎
扇
の

播
」

多
書
悦

。

冗

本
朝

髢
選
蚩

墾
昌
、

杏
本
仏

釐
書，

養
窩
鎌

第
二

。

舛

埜
羮・

「

驀

警
翌
を
め

ぐ
．

て

ー
日

恚
曇

霙

に

誇
る
一

黶
咫

1
」

團

韓
7

倭
ん ．

第

δ

覧

　
　

同
「

来
北

犬

掌
図
書
館
所

蔵
蘇

毳
経
古
点
」

宍
立

女

　
子

葎
文

芸
学
部
紀
重
へ

第
二

〇

揖
。

錫

　

籌．
第
二

弋

輯
下．

西

塔
条

。

妬

敷

妛
戞

鷽
接、

内

箜
ハ

冊

乙
・

第
七

冊

乙「

箕

　

書
，

建
ズ
亠

公

斗
ゆ

羅
の

記
。

輒

馬
痴
和

天
「

日

本

韻
掌
史
の

薨
」

エ
，

三

ラ「

貢
。

踏

吉
沢

義
則

団

鸛
文

第
研

究
」

三
六

賈。

 

築
島
祐

「

天
¢

宗
 

ヲ
コ

广

怠．
ト
つ

い

で
←

訓
読、

第
ジ

＝「

輯
、

合
瓊

。

　
　
同

「

天

台
宋
の

古
訓
点
F
つ

11

て
」

」

籤
大
師
研

究
．

昭
四

　
八
゜

亠
ハ 、

八
昌

o

環
。

30
　
訟

本
提
＝

「

京
祁

蚕
図

霎
霧
羅
雑
蹙

喜
点
 

　
宙

生

点

不
に
つ

ロ

て

」

割
齢
脳 、

座
〃

ユ

四

輯
％

31
　

後
葉
和
歌

集
港
＝

五
、

比・

叡
の
山

に
鉱
垂
縫
桔
解
品
の

心
壱

肇
と
し
て

「

仁

せ

う

畜
ト

と
み

え
る

。

婆
毛

俣
つ

。

諺

　
古

点
杢
損
奥
智

†

F
は、

こ
の

佗
、

「

謙
蕊

〔

之
大
懇
房
」

・

「

　
守
治
大

放
房
」

伏

散
冤
ず
る

。

別
犒

．

53
　
士

口

退
義
則
「

占
磐

舎
茸

目
」

昌

こ
一
項

。

又．

平
牟

垂
範
文

　

鍾
跋冖

　
煽．

七

四

瓊
。

朱睥
葦
の

仮
箔
息
が

あ
ゐ

。

升

甕
裕

「

訓
点
資
科
の

彑

嚢
』

上

バ

毒
論

叢、

五

　一
三

更
。

35
　
仙

仙

稿
「

広’
鼠
川

大
嘆
曲
凧

仏

説
六
芝
》

神一
乢
王

経
の

訓
白
…

一

国
文
按
ノ

残

第
i
九

洗

36
　
山
田

秀
誰

「

輿
籍
説
塙
」

无
三

賈
。

祈

小

梦
幾

「

婁
中
期
訓
点
資
料
の

婆
傷
俸
と

黎〜
さ

国
語
と

国

峯
ケ 、

昭
四

九
・

四
。

58
　
甚

23
又

献「、

｛
籍
目

録
第
二

、

一
入

養
。
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村
記

古

鳥
本
 

調
査
ド

屬
し、

答
ゑ
位
＆
り
格
別

　
の

御
鬲
配

仰
揖
等
も

賜
つ

R
。

又．

稲
賀
敬
二

・

大

坪
佯

浄

　
川

湘
一

馬
・

小

林
テ
規
。

築
島
裕

・

沼

本
克
明

二
熊

原
与
一

言
他
 

誌
无
生

方

擣
美
の

警
 
仰

畏
。

記
し

マ

深
く

厭
翫
し

申
し

上

げ
る

。

　

　

　

　

丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

需
和
四

＋

九

与
七

月

章

昔
1

好
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